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　　　ラスタデータからベクタを経由したDEMの生成

　　　　		 ～テキストファイルへの書き出し

① [インポート ]　…ラスタデータを TNTで取り扱える形式にする

[メイン ] ＞ [ インポート ]

[ ファイルの選択 ] で対象のラスタデータを選択

マルチバンドのインポート形式は [ ラスタを分ける ] にします	

※日本語メニューを使用しています。

　言語の設定についてはインストールガイドをご覧ください。

　http://www.opengis.co.jp/htm/tntmips_win/installguide_win_20180117.pdf

ファイルを選ぶ前に指定しておきます

[ インポート ] を押します。



2

ファイル名を入力し、オブジェクトに対して [ 名前の自動割り振り ] を行います。

※ 1 個のファイル (.rvc) に

　3 つのオブジェクトが	

　まとめて格納されます。

③ [ ラスタから図形の中心線に変換 ]　…ラスタラインのベクトル化

② [ ジオリファレンス ]　…位置情報を付与

位置情報を持つ Geotiff ファイルを使用したため、この手順は省略します。

「ジオリファレンス処理」http://www.opengis.co.jp/getstartj/georef.pdf

こちらをご参照ください。

[ 画像 ] ＞ [ 図形変換 ] ＞ [ ラスタ＞図形の中心線 ] を選びます。

ファイル名
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レイヤ名の左のアイコンを押すと

＜ラスタレイヤコントロール＞ウィンドウが現れます

上部の [ レイヤマネージャ ] アイコンを押すと

＜レイヤマネージャ＞ウィンドウが現れます

左の設定で

拡大した時ラスタの値を

表示させます。

[ ズーム ] アイコンを押してから表示画面をクリックし、拡大します。ラスタの値を確認します。
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背景の値が 255、ラインの値が 0なので、その間の値をしきい値とします。

トレース結果です。ラスタのライン ( 黒 ) の上にトレースされたライン ( オレンジ ) を表示しています。

うまくいかない場合は上記の＜ラスタから図形の中心線へ変換＞ウィンドウで様々な設定を試してください。

これらの設定はデータにより異なります。

特に「間引き」の設定が重要です。

[ レイヤの追加 ] アイコンを

押して結果のオブジェクト

を表示させます。
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④ [ 編集 ] 処理　…標高値データの自動付与

[メイン ] ＞ [ 編集 ] を選びます。

下記の三つのウィンドウを使って作業をします。

[ 編集用オブジェクトを開く ] アイコンを押して、ベクタデータを選びます。
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オブジェクトの座標を 3Dに変更します。

[ オブジェクト ] ＞ [ プロパティ ] を選びます。

左のように設定し

[OK] を押します。

等深線の値を自動入力します。

ベクタツールの [ 等値線のＺ値をセット ] アイコンを押します。
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パラメータをセットします。

この設定では、一番外側の等深線を -1800 ｍとして

います。

等深線は 10ｍ間隔とします。

下記のように画面上でドラッグして、最後に [ 割り当て ] を押します。

島ポリゴンや個別に値を入れたい場合は、タイプの割り当て [ 平坦 ]

にして、線をまたぐようにドラッグします。

[ 割り当てなし ] で割り当てを外すことが出来ます。
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※余計なラインがトレースされていた場合は、下記のアイコンからラインを削除できます。

画面上で不要なラインをクリックし、

[ 単独選択 ( アクティブ ) 要素 ] を押します。

確認のため、ダイナミックラベルを表示します。

＜表示マネージャ＞ウィンドウのレイヤ名の上で右クリックし、[ コントロール ] を選択します。

下記のウィンドウが開きます。[ ライン ] タブで、表示させるフィールド (Z 値 ) を選びます。

テーブル：Internal

フィールド：Z

テキストの大きさやフォントの

変更ができます。
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ラベルが表示されました。

[ ライン ] の右ボタンメニューから [ システムテーブルの表示 ] を押します。

「Internal」テーブルの左のボックスをク

リックして、テーブルを表示させます。
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テーブルの Zフィールドに等深線の値が入りました。

ベクタデータを保存します。
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⑤［地表面 ( サーフェス ) モデリング ]　…DEMの作成

今回、上記のパラメータ以外はデフォルトのまま地表面近似処理を行いました。

手法や出力設定について詳しくは「地表面モデリング」をご覧ください。

http://www.opengis.co.jp/getstartj/surfmodl_upd.pdf

[ 地形 ] ＞ [ 地表面 ( サーフェス ) モデリング ] を選びます。

[ 入力オブジェクト ] を押してベクタデータを選択し、パラメータを設定します。

[ 実行 ] を押して、ファイル名を入力し保存します。
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⑥ [ エクスポート ]　…CSV ファイルに変換	

下記の通り出力形式を選択し、[ オブジェクトの選択 ] を押します。先ほど作成したDEMを選びます。

[ 次 ...] を押します。

区切り記号はカンマにしました。

出力 ( エクスポート ) を押して、ファイルを保存します。

保存の際、テキストファイル以外にも CSV ファイル形式も選べます。

( 結果 )Z 値を含むデータが書き出されました。

ファイルを選ぶ前に指定しておきます


